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新型コロナ禍のインドとブッダガヤ

大菩提寺(大塔)参拝の間隔を開けるためにテープが貼られている

平素はインド・ブッダガヤ印度山日本寺、並びに当協会の活動にご理解ご支援を賜り感謝申上げます。

令和の呼称がようやく定着した本年1月、はじめて耳にした「新型コロナウイルス」の名は、慣れるよりも早

く瞬く間に世界中を席捲する事態となりました。ことインドでも例外ではありません。すでに1月中旬にはそ

の名称よりも早くその急速な症状進行が報じられはじめており、それが新種の感染症であることは、 1月下旬

に報告されています。そのため、広範な国境線をもつインドにあってもとりわけ世界各国からの巡礼訪問が絶

えないブッダガヤに対して、行政は早くから警戒の通知を出しており、また早め早めの対策を実施してもおり

ました。

インド国内全体で1日1万人以上の感染者が確認されていた中で、対策の迅速さか仏のご加護か幸いなこと

にブッダガヤ郡区では、地元から首都圏への出稼ぎ者で送還された者1名の感染が6月21目に確認されるまで

は、感染者を出しておりませんでした。ガヤ駅のある人口60万人を超えるガヤ市・特別区にいたっても同様に

それまでは僅かに数人の感染者でした。ビハール州全38県・総人口1億2500万余り、ガヤ県全4郡400万の中に

あって、これがいかに驚異的な数字か、お分かり頂けると存じます。

過去の幾度にもわたるこの地域のコレラや天然痘、デング熱等の感染症の歴史を振り返るとき、不遜ではあ

りますが、当協会が日本寺を拠点に半世紀前から現地で行ってきた光明施療院の施薬を含む完全無料診療や防

疫思想の啓蒙という実践、菩提樹学園の丁寧かつ高度な無料教育の成果か、と思わずにはいられません。言い

換えれば、皆様からお預かりしたご功徳のお蔭様に他なりません。有り難いことでございます。

ブッダガヤの新型コロナウイルス感染状況は、大事には至ってないものの、前述のように、地元ビハール州

から国内各大都市圏へ出稼ぎに出て、ロックダウンの煽りを受けて失業した者約3,000万人の出身地送還が本

格化し、 7月以降感染者が増えたため、 7月16日̃31日までビハール州全域の再ロックダ

ウンが7月14目に発表されました。

そして、尚も避けがたい現実は、日本寺の福祉事業が対象としている、社会格差・経

済格差のどん底に置き去られた、また眼を離せばすぐに置き去られていく貧困の人たち

です。それゆえに私ども日本寺の事業は決して気を緩める訳には参りません。教育や保

健防疫思想の普及と実践は一種の社会改革でもあり、その定着までに長い時間が掛りま

すが、その効果には無駄が無く、そして、いつまでも続きます。

このような時だからこそ、引き続きのご支援を切にお願い申上げます。

大菩提寺は2020年6月10日参拝者受Iナ入れ再開の後、再び閉鎖

2020年3月22日以降閉鎖していた世界遺産の大菩提寺(大塔)は、 6月10日、朝・タの数時間の参拝

者の受iナ入れを再開いたしました。参拝に際しては、 「入場時の消毒」 「マスクの着用」 「それぞれ

の参拝者の間隔を開けること」 「大塔内部(チャイティア)の参拝は〇度に10人まで」などの感染予

防のためのガイドラインが出されました。しかし、その後、了月16日-31日再度の閉鎖となりました。
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電菩提樹学園を中心とした保健衛生指導開始電

法律の改正や医師の死亡などにより、従来の臨床診療活動から保健衛生指導中心の活動への移行について

関係方面と協議を重ねてまいりましたが、この度、まず菩提樹学園の園児や保護者を対象とした保健衛生指

導を行っていくことと致しました。園児への給食やビタミン剤の投与、健康診断、保護者たちへの保健相談

等を担ってまいります。

また、拡大を続けている新型コロナウイルスの感染予防のため、今まで以上の手洗いの強化指導と登園時の

検温を実施し、加えて周辺の各小学校に対して、手洗いによる感染予防の推進のための石鹸の配布を行います。

現地ではアルコール消毒が一般的でなく、受入れには様々な困難が予想されるため、現場スタッフとも相談

の上、今回は石鹸での手洗い督励により、感染予防を指導していくことに致しました。

尚、石鹸の配布先については、園児たちが住む日本寺周辺の村々には下水インフラが施されていないため、

石鹸の使用が環境汚染につながり得る点を考慮し、それらインフラが整っているので学校施設に配布と致しました。

「なぜ、手洗いが必要なのか」 「病気にならないために何をすべきか」など、知育・食育・保健の普及に努

めてまいります。

光明施療院の新たな活動に対して、引き続きまして皆様から温かいご支援を心よりお願い申し上げます。

『外出する時はマスクをしよう』と書かれたビハール州政府による感染予防ポスター
左上は、ビハール州首相Nitish Kumar(二ティシュクマール)氏
(http://statehealthsocietybihar org/corona/より引用)

デザイナーブランドSwa「oop制作の感染予防ポスター

電3ヶ月以上に及ぶ休園国

菩提樹学園は、新型コロナウイルス感染拡大による政府指示を受け、 2020年3月16日より休園となりました。

その後の度重なるロックダウン延長により、現在まで3か月以上の休園を余儀なくされております。休園により

年長組33名の卒園式、入園前クラスから年少組への入園が決まった35名の入園式が行えず、更には卒園児の卒

園後の進路の選定ができない状況です。

6月1目以降、政府による段階的な制限解除が実施されましたが、学校等の教育施設は2020年6月末時点では、

7月末まで休園とされました。更にビハール州は7月16日̃31目まで再びロックダウンとなり、 8月の再開を予定

していましたが、休園が延長される可能性もでてきました。再開の後は、手洗いの強化、登園時の検温、また

放課後の教室の消毒を行い、感染予防対策を行ってまいります。

この休園による学習の遅れは、小学校の入学を目指す年長組にとって、小学校入学に必須の学力の修得が特

に難問で、何とかこの遅れを取り戻すべく、今後は補習などの学習支援を視野に入れて子供たちのケアを行っ

ていく予定です。

先生"駐在僧も色粉まみれに

∋目8日、菩提樹学園ホーリー

ホーリーは、春の訪れを祝うヒンドゥー
教のお祭りです。書巻男女、色粉や垂水
や掛け台ってお祝いします。

卒園生も参加し大はしゃぎ



2020年12月8目、印度山日本寺成道会e結集o IBOS落慶式延期

新年号で北河原竺主からご案内いただきました成道会法要、佐々木閑先生ご講演の結集、同時開催の
IBOSの落慶式は、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑みて本年の開催は中止し、来年以降に延期させ
ていただくことをご案内申し上げます。何卒ご理解ご了承をいただけますようお願い申し上げます。

回2020年7月31日まで閉鎖電

日本寺は現地隣山寺院の申し合わせにより、菩提樹学園同様に2020年3月21目より閉鎖しております。

6月1日以降、インド国内のロックダウンは、地域の感染状況により徐々に制限が解除された中、日本寺他

近隣寺院の再開については、ブッダガヤの各国寺院で構成される隣山会会合に於いて協議され、大菩提寺(6

月10目再開)を除く隣山寺院一致して7月31日までの閉鎖が決定されました。鎖国的な入国制限がされている

現在、どこの寺々でも実際的な経営者・管理権者である外国人が入国できず、適切に管理運営ができないこ

と、航空路・鉄道の閉鎖続行やバス路線運休など一般の交通が制限されている現状を踏まえたものです。

その後、ビハール州の7月16日̃31日までの再ロックダウンが7月14日に発表されたため、 8月以降の再開

についても不透明となってまいりました。

電日本寺淫楽会法要電

浄土宗東京教区江東組青年会・正賞院副住職 安孫子稔章

2020年2月12日から20目にかけて、我々浄土宗東京教区江東組青年会では、 「釈尊七大聖地巡礼の旅」と

題し、 18名の青年僧侶でインド仏跡巡りの旅をいたしました。普段日本では決して目にすることのないよう

な風景に出会い大いに刺激を受け、また釈尊の足跡を肌で感じることの出来た大変有意義で貴重な9日間で

した。

その最中の2月15目、ブッダガヤ印度山日本寺御本堂にて、浬葉会法要を執り行いました。当日朝、まずは

大菩提寺に皆で参拝。各国の仏教徒の方々が大塔の下へ一同に集まり、一心不乱に礼拝を捧げる姿を目にし、

まさに聖地に来たという実感がこみ上げると同時に、世界中の人々が心一つに繋がることのできる仏教の偉

大さを改めて思い知った瞬間でした。気持ちを引き締めて、菩提樹下にて勤行させていただきました。その

後、日本寺へ伺い、いよいよ浬葉会法要の開式です。釈尊への報恩感謝の気持ちを込め、一生懸命お念仏を

お称えしました。釈尊成道の地で温菜会正当の日にお勤めさせていただけるご縁に、感謝の念で胸がいっぱ

いになりました。近隣のチベット仏教・上座部仏教寺院の僧侶の方々にも御随喜いただき、無事厳かにお勤

めすることができました。

法要後は一緒に供餐(サンガダーナ)の席を設け、短い時間でしたが貴重な国際交流を果たすこともでき、

我々青年僧侶にとってはかけがえのない経験となった一日でした。素晴らしいご縁を提供していただいた日

本寺様にこの場を借りて心より御礼申し上げます。

「COViD-19自宅隔離中であることを示すステッカー」

インドでは、海外からの帰国者や感染の疑いがある者が、自宅で隔離中であ

ることを示すステッカーを玄関前に貼られます。ステッカーには、隔離の期間、

氏名、住所、家族の人数が記入されます。このことによって近所の住民から、感

染者だと誤解されたり、ステッカーを撮影しソーシャルメディアに掲載されたり

と隔離対象者が非難されるという被害の元にもなっています。
(藍葉書盤霊霊気引用)




